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～ SS研会員機関にご所属の方なら、どなたでもご参加いただけます ～ 
 

■ 日時 ： 2021年 1月 20日(水) 分科会 13:30～18:00 (受付 13:00～)  

■ 場所 ： オンライン開催（ZOOM ウェビナー） 

■ 開催趣旨 
2020 年度の SS 研合同分科会のテーマは「ニュー・ノーマルが描く世界のリデザイン」と

する。 
COVID-19 により、生き方や社会がこれまでとは変わらざるを得なくなってきた。 
安全性・安心性から求められている生活様式変革の中で、DX が急速に進むとともに様々

な ICT ツールがより利便性の高いものへと成長を続けている。それは、ボーダレスやダイ
バーシティを目指す社会に向けた社会インフラとしても有効であろう。と同時に、これまで
とは異なった社会活動のあり方は我々を豊かに・幸せにしてくれるのだろうか？ 

本企画が、変わりゆく生き方や社会について考える機会になれば幸いである。 

■ プログラム (予告なく変更する場合がございます。あらかじめご了承下さい。) 

 -敬称略- 
13:00～ 受付 

 [司会] 立川 智章 (東京理科大) 

13:30-13:35 会長挨拶    岡村 耕二(九州大学情報基盤研究開発センター) 

13:35-13:40 開会趣旨説明  野田 茂穂 (理化学研究所) 

13:40-14:30 
講演40分 
Q&A 10分 

[1] オンラインにおける合理的配慮について -これからの教育はどうなる？- 

坂井 聡 (香川大学) 

新型コロナウイルスの感染拡大は教育現場にも大きな影響を与えた。香川大学教育学部附属
坂出小学校では、全国に先駆けてオンライン授業を５月の連休明けから開始した。そこで教
員が感じたのは、ICT活用の威力である。オンラインだと積極的に授業で発言する児童が多
かったからである。このことは、不登校傾向のある児童にも学習の機会を提供することにな
る。また、学習スタイルも集団学習から個別学習への転換も考えていく時期も来るのではな
いかと思われる。 

 

14:30～14:35 休憩 (5分) 

14:35-15:25 
講演40分 
Q&A 10分 

[2] Society5.0の実現に向けたまちづくり 

～「スマートシティ会津若松」の取組とビジョン～ 

鵜川 大(会津若松市) 

会津若松市では、平成25年に「スマートシティ会津若松」の推進を掲げ、ICTをさまざまな
分野で活用することで、市民生活の利便性向上をはじめ、ICT関連産業の集積による新たな
しごとづくりや雇用の創出に資する取組を推進してきた。重要なキーワードの一つは「標準
化」である。本市のこれまでの取組や成果と、本市がICTの活用により思い描く「豊かな社
会」、「会津若松モデル」の他地域への横展開による今後のビジョンなどを紹介する。 

 

15:25～15:30 休憩 (5分) 

15:30-16:00 
報告30分 

 

ＢｏＦ (Birds of a feather) 報告 

・with コロナ時代の研究・教育 ～どうしたんだ、どうすりゃいいんだ～ 

前日1月19日に開催したＢｏＦの議論をコーディネーターより報告します。 

 

  

SS研 合同分科会 2020年度会合 

「ニュー・ノーマルが描く世界のリデザイン」 



 

16:00～16:05 休憩 (5分) 

 [司会] 山田 久仁(富士通) 

16:05-16:55 
講演40分 
Q&A 10分 

[3] 「宗教と現代社会」 -東洋思想と Well-being- 

川上 全龍（春光院） 

新型コロナウイルスにより、我々の生活様式は大きな変化を余儀なくされた。不確実性が高
まり、今までとは違った日常「ニューノーマル」を模索する動きが広まっていった。その中
で特に、人間の「善い」在り方「Well-being」について様々な場所で語られる様になった。
しかしながら、この2010年代から国連の世界幸福度報告（World Happiness Report）など
で語られているWell-beingは本当に「世界」の幸福度（Well-being）を把握できているの
だろうか。日本のWell-beingとは何かについて言及する。 

 

16:55～17:00 休憩 (5分) 

17:00-17:50 
講演40分 
Q&A 10分 

[4] 瞬間移動サービス「アバターイン」が描く未来 

深堀 昂（avatarin 株式会社） 

弊社は、自分の分身のように遠隔操作できるアバターロボットを設置し、インターネットを
通じて、世界中のどこからでもロボットを操作し、世界中のあらゆる人とコミュケーション
ができるアバタープラットフォームを作り、「アバターを、すべての人の、新しい能力にす
ることで、人類のあらゆる可能性を広げていく」というミッションを掲げ、2020年4月1日
にANAホールディングス発の初めてのスタートアップとして設立されました。今回は、我々
の技術や目指している未来社会像をお話しいたします。 

 

17:50～17:55 アンケート回答 

17:55～18:00 閉会挨拶      西村 浩二(広島大学)     
 

■ ご参加について 

⚫ 参加対象 ： SS研会員機関にご所属の方なら、どなたでもご参加いただけます。 

⚫ 参 加 費 ： 無料。 

⚫ 参加方法 ： 事務局から、ZoomミーティングのURL、ID等をお知らせいたします。 

■ 詳細・お申し込み 

SS研 Webサイトからお申し込み下さい。（11月下旬頃 受付開始 予定） 

http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ 
 

【お問合せ先】サイエンティフィック・システム研究会（SS研）事務局  
〒105-7123 東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター 
富士通(株) カスタマーリレーション部内 
Email: ssken-office＠ml.css.fujitsu.com 
URL http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/ 


